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0 20 40 60 80 100（％）
できた：4 3 2 できなかった：1
できた：4, 28％ 3, 58％ 2, 13％
できなかった：1, 0％






0 20 40 60 80 100（％）
図7　臨床実習で役に立ったか
役にたった：4 3 2 役に立たなかった：1
役に立った：4, 31％ 3, 51％ 2, 16％
役に立たなかった：1, 1％
役に立った：4, 28％ 3, 51％ 2, 17％
役に立たなかった：1, 3％
役に立った：4, 20％ 3, 57％ 2, 20％
役に立たなかった：1, 3％
表6　改善を求める意見数（件）
臨床予備実習後
臨床実習終了後
相互評価票
7
16
全般
1
1
自己評価票
9
3
指導者評価票
6
2
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